
上條憲二

ブランド構築論 ⑦

ブランディングの進め方-4(本編)



ブランドⅥ(ビジュアルアイデンティティ)ガイドライン
&
ブランドエンゲージメント



ブランドを正しく表現するためのルールブックがある。



ルールがないと、みんな勝手に、動く。
勝手に表現してしまう。

自分だけのルールで。

これはありがち。



愛知東邦大学
愛知東邦大学
愛知東邦大学
愛知東邦大学

愛知東邦大学
愛知東邦大学

勝手に自分で、その時の気分で作ってしまう。
よくあります。

以前のロゴ



表現する人が、勝手に作らないように、ガイドラインが
あります。

ブランドにこだわっていない組織、会社ほどこういうこと
があります。

愛知東邦大学もかなり?でした。
ルールがなかつたからです。



2014年4月





People & BehaviorsProduct & Services

Environments & Channels Communications

教職員と学生、学生同士の距離が近い大学 真面目だが、おとなしい印象の学生

小規模の大学としてミニマムな設備・施設 ヒトが中心、受験生向けのコミュニケーション







愛知東邦大学ブランディングに際して、
「ビジュアル・アイデンテイティガイドライン」を定めた



刷新後の大学案内









VI(ビジュアルアイデンティティ)デザインは複数の提案の中から案を選定



18

ブランドシンボルの意味

■力強く温かな二本のライン→自立した学生と教職員
■中心の白いライン→学生と教職員が向き合い、信頼関係を築くなかで磨く
オンリーワンの力や経験を表現。さらにそれは進むべき一本の道。

■本学の新しいブランドコンセプト(オンリーワンを、一人に、ひとつ。)
(後述)を視覚化したもの。ひとり一人の可能性に目を向けた真摯な教育を
目指す本学の決意を込めている。
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大学案内、ホームページ制作のための
クリエイターズチーム
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ビジュアルアイデンティティ ガイドライン
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企業のガイドライン事例

サイトより
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chibicoホームページより
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大阪万博デザインマニュアルより
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ⅮeNAホームページより
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より
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Takramホームぺージより
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ブランドエンゲージメント
について



ブランドエンゲージメントとは、
「ブランドのコンセプト」を体質化するための活動
です。

「エンゲージメント」とは、従業員の会社に対する「愛着心」や「思い入れ」をあらわすものと解釈されますが、
より踏み込んだ考え方としては、「個人と組織が一体となり、双方の成長に貢献しあう関係」のことをいいま
す。エンゲージメントは生産性向上に結び付くという研究結果もあり、エンゲージメント向上を重要な経営
戦略の一つとして位置付ける企業が増えています。
「日本の人事部」サイトより



ブランドを体質化
する

自分たちのブランドに誇りをもち、

行動の基準とする。

・理解＋共感＋実践＋働きかけ



現場に情報が伝わらない(情報・熱意・価値観の減退）

組織にも起こる伝言ゲームの「罠」。直接話をした場合でも、人は聞いたことの8割

程度しか理解できない。その情報を誰かに伝える段になっても、9割ぐらいしか伝え

られない。

人に伝える際は、情報だけではなく、熱意・価値観も減衰する。
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組織の要となるブランドリーダーの存在

ブランドリーダー

ＣＥＯ

ブランドの考え方を、現場にしっかりと伝達するための、「ブランドリーダー＝伝道師」の

存在が、組織全体の活性化に影響を及ぼす。



A B C D

A-1A-2A-3A-4B-1B-2B-3C-1C-2C-3D-1D-2D-3D-4

ブランド
コンセプト

組織の規模が大きくなっている企業／企業グループでは、

ブランドの考え方が隅々まで伝達しづらくなってしまう。

それを解消するための仕組みの一つとして、ブランドリー

ダーを育成する。

---- ブランドリーダー

ブランドリーダーの役割

ブランドリーダーは、ブランドのコンセプトの体現者として、

ブランドの考え方を理解・実践し周囲にもそうした行動

を促すとともに、下位組織（部門／部署／チーム）の

行動の方向性（ベクトル）をブランドの考え方に集約し

ていく役割を果たす。

赤色の縦の矢印

ブランドリーダーは、組織間の横の連携を保ち、情報を

交換しながら、ブランドの進むべき方向性を確認する役

割を果たす。

緑色の横の矢印

ブランド

A（A-1）〜D(D-4) ---- 下位組織

ブランドリーダーの位置付け



◼ ポジション・役割・状況に応じて、社員が自

ら考え、行動に移すことができるようにする

◼参加者の自覚と認識を高めることにより、

ブランドの考え方に基づく行動を促す

◼ ブランドアイデンティティの「意味」を

理解すること（言葉を覚えることではない）

◼ その上で、「自らの役割」の意義を確認し、

理解することにより、浸透を図る

ブランドユニバーシティ

◼ レクチャーに加え、参加メンバーがグループ討

議を行うことにより、理解の程度が深まる

◼ メンバー同士の共通理解が深まり、相互の信

頼性が高まる

◼現実に即応したテーマを設定することにより、

実践的な思考ができる

ワークショップ形式での研修

「アタマで知る・分かる」→「実感する・実行する」

“ブランドアイデンティティ”を“自分のこと”として捉え、アクションに繋げる

＜ポイント＞



ブランドユニバーシティ：基本フレーム

ブランドの考え方に基づく社員の行動が
強固な経営基盤を生み出し、事業を支える

強いブランドの醸成

◼ブランドプロポジション

◼ブランドコンセプト

◼ブランドビジョン・ミッション・

 バリュー 

◼理念 、行動基準 など

①「らしさ」の基準

①〜③の内容を、ワークショップを中心に考え、確認し、確信を持たせる

組
織
（
人
）
の
育

成

事
業
の
育
成

＜ブランドアイデンティティ浸透イメージ＞

②「らしさ」の思考 ③「らしさ」の行動

「らしさ」の基準にもとづく・・・

◼状況判断

◼意思決定

◼分析視点 など

「らしさ」の思考の結果

◼行動・実施

◼具体的業務遂行

◼経営計画・行動計画 など









モルテンブランドらしい商品







「ブランド｣に相応しい
行動をした社員を
管理職・マネージャーが
選出し、表彰する。

Award2

インナーブランディングイベント

社員同志の互選により、
最も「ブランド」に貢献した
人
・輝いていた人を選出

「ブランド｣に関する100の質問に答え､一定の成績
を収めた人を表彰し、ブランドマスターとして 認定す
る制度

ブランドマスターチャレンジ制度1

100 words for ブランド3

「ブランド｣の自信・誇り、魅力点などを
社内募集。
社員の実感や生の声を
“100の言葉集”として発信する

http://www.gettyimages.com/Search/Search.aspx?query=z.i.H4sIAAAAAAAEAO29B2AcSZYlJi9tynt_SvVK1-B0oQiAYBMk2JBAEOzBiM3mkuwdaUcjKasqgcplVmVdZhZAzO2dvPfee--999577733ujudTif33_8_XGZkAWz2zkrayZ4hgKrIHz9-fB8_In6tn85-jV_j1_g9ft2zRXaR_5r0a0L___X-8z_2b_kv_9q_6Nf8v-n5NX6NX-fXGH5-TfMzqauqfZnV2aIxn_1a-P_uzo_Rj1_v3evr5vSdeePX1L_RAg-a_NoPdva83-8xhOxcW_wav6b-jld-7ex8ajv2__i18cEO97to3ZuL9tfV33-LX4NRsr_uuV_vuV_vu1_3-ddfh_ooLTz7F7r7demPemGxCf_89fHRLv769fjziYXR-ZtfOw-h2D8Zyo6Fct6B4v7m1-oQiv2ToexZKHUHivubCJqbl-wf-D9Tdxf_EgXylX0_-OvXyh1g7_dfK2-8j-3vv3azsm_-mvjDdPxb2Rcvp-7Fy-mvrb__lvh7x_62b3_bxW-_TlV7zGb_4q8muf8V_jIwmfMe7ux4v-96vzN3_tqzq6UB9WuaPyAgv06znrghBn_92nnmxuD_Qb-v_C_sH79uE0AL__y13z177rjf--O3pf__-sVyWq5nOTfMag9X7w__-X8Az-rU0gAEAAA.
http://www.gettyimages.com/Search/Search.aspx?query=z.i.H4sIAAAAAAAEAO29B2AcSZYlJi9tynt_SvVK1-B0oQiAYBMk2JBAEOzBiM3mkuwdaUcjKasqgcplVmVdZhZAzO2dvPfee--999577733ujudTif33_8_XGZkAWz2zkrayZ4hgKrIHz9-fB8_In6tn85-jV_j1_g9ft2zRXaR_5r0a0L__7X_iz_vr_s1_296fo2Nz69pfiZ1VbUvszpbNOazXwv_3935Mfrx6717fd2cvjNv_Jr6N1rgQZNf-8HOnvf7PYaQnWuLX-PX1N_xyq-dnU9tx_4fvzY-2OF-F617c9H-uvr7b_FrMEr21z336z3363336z7_-utQH6WFZ_9Cd78u_VEvLDbhn78-PtrFX78efz6xMDp_82vnIRT7J0PZsVDOO1Dc3_xaHUKxfzKUPQul7kBxfxNBc_OS_QP_Z-ru4l-iQL6y7wd__Vq5A-z9_mvljfex_f3Xblb2zV8Tf5iOfyv74uXUvXg5_bX1998Sf-_Y3_btb7v47depao_Z7F_81ST3v8JfBiZz3sOdHe_3Xe935s5fe3a1NKB-TfPHr4P_N-uJG2Lw16-dZ24M_h_0-8r_wv7x6zYBtPDPX_vds-eO-70_flv6_69fLKflepZzw6z2cPX-6Dz_Dx7GcXsABAAA
http://www.gettyimages.com/Search/Search.aspx?query=z.i.H4sIAAAAAAAEAO29B2AcSZYlJi9tynt_SvVK1-B0oQiAYBMk2JBAEOzBiM3mkuwdaUcjKasqgcplVmVdZhZAzO2dvPfee--999577733ujudTif33_8_XGZkAWz2zkrayZ4hgKrIHz9-fB8_In6tn85-jV_j1_g9ft2zRXaR_5r0a0L___X-8z_2b_kv_9q_6Nf8v-n5NX6NX-fXGH5-TfMzqauqfZnV2aIxn_1a-P_uzo_Rj1_v3evr5vSdeePX1L_RAg-a_NoPdva83-8xhOxcW_wav6b-jld-7ex8ajv2__i18cEO97to3ZuL9tfV33-LX4NRsr_uuV_vuV_vu1_3-ddfh_ooLTz7F7r7demPemGxCf_89fHRLv769fjziYXR-ZtfOw-h2D8Zyo6Fct6B4v7m1-oQiv2ToexZKHUHivubCJqbl-wf-D9Tdxf_EgXylX0_-OvXyh1g7_dfK2-8j-3vv3azsm_-mvjDdPxb2Rcvp-7Fy-mvrb__lvh7x_62b3_bxW-_TlV7zGb_4q8muf8V_jIwmfMe7ux4v-96vzN3_tqzq6UB9WuaPyAgv06znrghBn_92nnmxuD_Qb-v_C_sH79uE0AL__y13z177rjf--O3pf__-sVyWq5nOTfMag9X7w__-X8Az-rU0gAEAAA.
http://www.gettyimages.com/Search/Search.aspx?query=z.i.H4sIAAAAAAAEAO29B2AcSZYlJi9tynt_SvVK1-B0oQiAYBMk2JBAEOzBiM3mkuwdaUcjKasqgcplVmVdZhZAzO2dvPfee--999577733ujudTif33_8_XGZkAWz2zkrayZ4hgKrIHz9-fB8_In6tn85-jV_j1_g9ft2zRXaR_5r0a0L__7X_iz_vr_s1_296fo2Nz69pfiZ1VbUvszpbNOazXwv_3935Mfrx6717fd2cvjNv_Jr6N1rgQZNf-8HOnvf7PYaQnWuLX-PX1N_xyq-dnU9tx_4fvzY-2OF-F617c9H-uvr7b_FrMEr21z336z3363336z7_-utQH6WFZ_9Cd78u_VEvLDbhn78-PtrFX78efz6xMDp_82vnIRT7J0PZsVDOO1Dc3_xaHUKxfzKUPQul7kBxfxNBc_OS_QP_Z-ru4l-iQL6y7wd__Vq5A-z9_mvljfex_f3Xblb2zV8Tf5iOfyv74uXUvXg5_bX1998Sf-_Y3_btb7v47depao_Z7F_81ST3v8JfBiZz3sOdHe_3Xe935s5fe3a1NKB-TfPHr4P_N-uJG2Lw16-dZ24M_h_0-8r_wv7x6zYBtPDPX_vds-eO-70_flv6_69fLKflepZzw6z2cPX-6Dz_Dx7GcXsABAAA


質問:
愛知東邦大学のホームページには、それぞれの教員の「クレド」が
あります。そのクレドを見て、あなたが、共感できるクレドを二つ挙げて
ください。

・教員名

・クレド

・教員名

・クレド



では次回。
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